
気象庁の業務

気象庁は、気象・海洋や地震・火山などの自然現象を常に監視・予測し、的確な情報を
提供することによって、自然災害の軽減、国民生活の向上、交通安全の確保、産業の発
展などを実現することを任務としています。

職員数・キャリアパス

職員数
気象庁全体：約5000人

（うち事務系職員は約10％）
気象庁本庁：約1600人

キャリアパス（事務系）
一般職事務系については、気象庁本庁で官
庁訪問を行っています。
（技術系区分は東京管区気象台にて官庁訪
問を行っています。）
初任地は、気象庁本庁、東京管区気象台、
東京近辺の施設等機関です。人事や経理等
の事務に携わります。
２～３年おきに異動を経験し、30代半ば頃
に係長に昇任していきます。昇任を伴う際
等に転勤を伴うことがあります。

【採用に関するお問い合わせ先】
〒105-8431 東京都港区虎ノ門３－６－９
気象庁総務部人事課任用係
℡03-6758-3900（内線2306、6754）
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私は気象庁本庁の総務部総務課施設物品管理
室に所属しています。
施設物品管理室は気象庁の国有財産や物品を
管理する部署であり、私は建物の営繕に関す
る業務を担当しています。気象庁の所有する
全国の建物について建替や修繕の計画を作成
し、その実施に向け関係部署等との調整や、
国土交通省や財務省に予算要求を行い、防災
情報の発信拠点となる気象官署施設の維持に
努めています。
気象庁は若手職員への教育が充実しているた
め、研修を通して全国の職員と交流する機会
が多く、観測施設や観測船の見学で気象業務
の現状を知ることができます。
(令和３年度行政区分

・会計系採用)


